
★並行して実施中の「建物の安全点検」が完了しないと建物には入れませんか

　　ら、建物外部の照明、体育館内の照明の順に実行してください。

（２）発電機を配置し、始動前点検を行い「ガソリンの缶詰」によりガソリンを給油

　　し運転を開始してください。（ただし、訓練ではガソリン缶詰は使いません）

（２）投光器は、次ページ以降の要領で設置しましょう。

（１）市備蓄倉庫内、常磐地区防災倉庫（完成していれば）内に懐中電灯と発電機

　　投光器を備えています。

６名以上で始めます 手順Ｎｏ, ２ー1 オモテ面

発電機と投光器の設営

北館北館

常磐地区防災倉庫と市備蓄倉庫の位置

発電機②の設置位置

体育館横手洗い場付近

ＫＯＳＨＩＮ

ＧＶ－２９ｉを使用

体育館

発電機①の設置位置

体育館入口の右側軒下

ＫＯＳＨＩＮ

ＧＶ－２９ｉを使用

発電機③の設置位置

北館入口の左軒下

ＫＯＳＨＩＮ

ＧＶ－２９ｉを使用

本館



手順書Ｎｏ２－３
発電機① 体育館の中、本校舎玄関前の投光

防雨 ２０ｍコード （終端１口） ×１

防雨 ３口タップ ×１

屋内 ２０ｍコード （終端３口） ×１

屋内 ５ｍコード （終端３口） ×２

防雨 ＬＥＤスタンドライト １００００ＳＴ ×５

防雨 ３０ｍコードリール ×１

防雨 ＬＥＤスタンドライト １００００ＳＴ ×２

手順書Ｎｏ２－４

発電機② 体育館横からトイレ方向への投光

防雨 １０ｍコード （終端１口） ×２

防雨 ３口タップ ×２

防雨 ＬＥＤスタンドライト １００００ＳＴ ×１

防雨 ＬＥＤスタンドライト 　５０００ＳＴ ×４

手順書Ｎｏ２－５

発電機③ 北館の投光

防雨 ３０ｍコードリール ×１

屋内 ２０ｍコード （終端３口） ×２

屋内 ５ｍコード （終端３口） ×２

防雨 ＬＥＤスタンドライト 　５０００ＳＴ ×６

全員で確認ください 手順Ｎｏ, ２ー２ ウラ面

投光器の設営
　○コード類は、発電機①②③別に、発電機①等とその旨を表示した透明袋に

オモテ面のみの別ページとしています

この作業が終わったら、全員で

全体リーダーに報告してください！

この手順書は全体リーダーに返却してください！

手分けできるよう２－３，２－４,２－５は、

収納しておいてください！



２人以上で分担 手順Ｎｏ, ２－３ オモテ面

発電機①と投光器を設置してください



２人以上で分担 手順Ｎｏ, ２－４ オモテ面

発電機②と投光器

Ｎｏ(1)発電機②

ＫＯＳＨＩＮ

ＧＶ－２９ｉを設置

簡易トイレ１０個

Ｎｏ(3)

発電機の２口目コンセントには、防雨３口タップを付ける。

３口タップの１口に防雨１０ｍコードを接続し、投光器コ

ードを接続。

（１地番上の黄色矢印に投光器ＬＷＴＬ－１００００ＳＴ

を設置）

３口タップの１口に投光器コードを接続。

（上から２番目の黄色矢印に投光器ＬＷＴＬ－５０００ＳＴ

を設置）

３口タップの１口は、携帯電話等の充電用とする。

Ｎｏ(2)

発電機から、防雨１０ｍ

コードをトイレ前に敷設。

防雨１０ｍコード終端は

１口に付、防雨３口タッ

プを付ける。

防雨３口タップからは、

投光器コード（5ｍ）を

接続。

大きい黄色矢印は

ＬＥＤスタンドライト

LWTL-１００００ＳＴ

４個の小さい黄色矢印は、

ＬＥＤスタンドライト

LWTL-５０００ＳＴを使用く

体育館



２人以上で分担 手順Ｎｏ, ２－５ ２－５まで

発電機③と投光器

Ｎｏ(1)

１階の軒下に

発電機ＧＶ－２９ｉを

設置してください。

投光器１台を入口付近

に照らしてください。

Ｎｏ(2)

３０ｍコードリー

ルを発電機から

２階の踊り場まで

敷設します。

終端部に

投光器１台を付け

更に２０ｍコード

を２階の廊下に延

長します。

Ｎｏ(3)

終端は３口。

１口に投光器を付けます。

１口に２０ｍコードを継ぎ

更に延長してください。

Ｎｏ(4)

終端は３口。

１口に投光器も付けます。

２口に各々５ｍコードを継ぎ

それぞれトイレ男女に延長し

てください。

１階

２階

投光器は、６か所ともに

ＬＥＤスタンドライト

LWTL-５０００ＳＴを使用ください。




